
低
成
長
下
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
、
三
の
動
向
・

黒

岩

・

俊

郎

一
、
は
じ
め
に

昭
和
田
八
－年
一

O
月、

O
P
E
C
諸
国
一

0
ヶ
国
が
、
米
国
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
固
に
対
す
る
石
油
供
給
を
た
だ
ち
に
五
%
削

減
し
、
そ
の
後
も
前
月
の
五
%
ず
つ
供
給
削
減
す
る
下
を
決
定
し
て
か
ら
、
あ
き
ら
か
に
戦
後
の
世
界
経
済
は
一
つ
の
転
期
に
入
e
つ

3の動向

た
。
日
本
の
低
成
長
時
代
の
は
じ
ま
り
も
、
こ
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
、
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

以
来
、
九
年
を
経
過
し
た
。
こ
の
間
政
府
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
、
臨
時
石
油
対
策
本
部
を
発
足
（
昭
和
四
八
・
一
一
了
一

エネルギーの 2,

七
）
、
石
油
対
策
に
の
り
出
し
た
。
各
分
野
へ
の
石
油
節
約
の
行
政
指
導
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る
国
民
運
動
の
展
開
、

石
油
備
蓄
法
公
布
ハ
五

0
・
＝

7
ニ
七
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
計
画
も
す
す
め
ら
れ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
面
で
一
体
ど
の
よ
う
な
変
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
の
か
、
政
府
の
計
画

と
こ
ろ
で
、
こ
の
九
年
の
聞
に
、

「
実
績
」
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
み
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
向
を
考
え
る
上
で
も
、
又

我
が
国
の
産
業
の
将
来
を
展
望
す
る
上
で
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
、
ま
た
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ゃ
、
目
標
と
は
別
に
、

低成長下，

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
な
ど
が
発
表
し
て
い
る
内
部
資
料
な
ど
に
よ
り
な
が
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ど
の

よ
う
に
す
す
め
ら
れ
た
か
、
又
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
が
、
ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
る
か
等
を
、
数
字
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。

5 
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わが国の総輸入金額に占める石油輸入

｜総輸〈入10金億額円）ω ｜石油（輸10入億額円）∞｜｜原油（万輸kl入） 量｜｜構成子%ω）/A〕

昭48 12,369 2,784 28,861 22,. 5 

49 18,089 6,163 27,589 34.1 

50 17,178 6,223 26,279 36.3 

51 19, 713 7,381 27,583 37.4 

52 18,509 6,951 27,748 37.6 

53 17,051 5,545 27,012 32.5 

54 27,598 10,855 27,714 39.3 

55 31,995 13,906 24,920 43.5 

56 23;023 

第1表

二
、
石
油
輸
入
量
の
減
少

6 

ま
ず
原
油
輸
入
の
権
移
を
み
る
と
、
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ョ
ッ
ク
以
前
に
お
い
て
は
、
原
油
輸
入
量
は
着
実
に
ふ
え
つ
づ
け
て
い
た
。

そ
の
輸
入
金
額
の
、
わ
が
国
の
総
輸
入
金
額
の
中
に
し
め
る
比
重
は
、

ほ
ぽ
一

五
l
一
六
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
石
油
シ
ョ
y

ク
以
降
、
相
つ
ぐ
石

油
価
格
の
上
昇
の
た
め
げ
総
輸
入
金
額
に
し
め
る
石
油
輸
入
題
の
%
は
、
昭
和

一
貫
し
て
上
昇
を
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
昭
和
五
五
年
度
に

五
三
年
度
を
除
き
、

は
、
つ
い
に
四
三
・
五
%
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
昭
和
五
五
年

度
の
石
油
輸
入
金
額
二
一
了
九
兆
円
は
、
同
年
に
お
け
る
日
本
の
自
動
車
輸
出

金
額
五
・
二
六
兆
円
の
二
・
六
倍
に
あ
た
る
数
字
で
あ
る
。

し
か
し
、
原
油
輸
入
量
は
、
逆
に
減
少
を
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
五

石油連盟資料その他より

六
年
度
は
、
ニ
・
三

O
億
M
と
、
昭
和
四
八
年
度
輸
入
量
二
・
八
八
億
U
に
比

較
し
て
、
約
二
割
減
の
輸
入
量
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
す
す
め
ら
れ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
石
油
代
替
政
策

上
記
の
如
き
数
字
の
背
景
と
し
て
、
政
府
に
よ
り
強
力
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
、
石
油
代
替
政
策
が
す
す
め
ら
れ
た
。



そ
の
慨
略
を
み
る
と
、
ま
ず
産
業
部
門
に
対
し
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
投
資
に
つ
い
て
強
力
な
金
融
・
税
制
上
の
助
成
策
が

と
ら
れ
た
。
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
の
た
め
の
、

い
ろ
い
ろ
の
判
断
基
準
が
策
定
、
公
表
さ
れ
た
。
大
口
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
や
記
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
又
小
口
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
者
に
は
、

管
理
に
た
ず
さ
わ
る
従
業
員
の
研
修
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
的
手
法
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
、

者
に
は
、
指
定
工
場
を
指
定
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
の
た

め
の
診
断
指
導
な
ど
が
す
す
め
ら
れ
た
。

家
庭
や
業
務
部
門
に
つ
い
て
は
、
建
築
の
省
エ
ネ
投
資
の
た
め
の
金
融
、
税
制
上
の
助
成
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
ま
た
産
業
部
門
と

同
じ
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
の
た
め
の
判
断
基
準
を
策
定
し
て
、
建
築
主
や
建
築
材
料
製
造
業
者
へ
の
指
導
助
言
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
ク
ー
ラ
ー
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
特
定
の
民
生
用
機
器
に
つ
い
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
つ
い
て
の
表
示
を
お
こ
な
う
よ
う
指
導
さ
れ
た
。

定
、
公
表
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を
策

3の動向

そ
の
他
石
油
消
費
節
約
を
す
す
め
る
た
め
の
、
節
約
運
動
（
冷
暖
房
温
度
の
調
整
、

四
、
鉄
鋼
業
部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
イ
カ
ー
使
用
自
粛
な
ど
）
を
展
開
し
た
。

エネルギーの 2,

以
下
、
ニ
J
三
の
産
業
部
門
、
民
生
部
門
で
省
エ
ネ
や
、
石
油
代
替
が
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
っ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

鉄
鋼
業
は
、
も
と
も
と
省
エ
ネ
も
も
っ
と
も
強
力
に
す
す
め
て
き
た
業
界
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
製
鉄
技
術
の
も
っ
と
も
大
き
な
課

一
貫
じ
て
い
か
に
少
な
い
燃
料
か
ら
、
目
的
と
す
る
銑
鉄
や
鋼
を

つ
く
る
か
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
特
に
強
粘
結
炭
を
も
た
な
い
我
が
固
で
ほ
、

題
は
、
高
炉
が
誕
生
し
て
以
来
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
）
、

低成長下，

コ
ー
ク
ス
比
ハ
銑
鉄
一
ト
ン
を
生

産
す
る
の
に
要
す
る
コ
ー
ク
ス
の
ト
ン
数
〉
を
い
か
に
さ
げ
る
か
が
、

も
ひ
く
い
コ
ー
ク
ス
比
を
達
成
し
て
い
っ
た
。

日
本
鉄
鋼
業
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
世
界
で
も
っ
と

7 



第1図 製造業の業種別エネルギー消費量の推移
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（注） カッコ内の数字は全消費量re対する構成比。

電力については 1kWh=2, 450 kcalと換算している。

45 ‘。

と
こ
ろ
で
、
鉄
鋼
業
で
は
、
ど

の。

の
よ
う
な
部
門
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
を
ど
れ
だ
け
お
こ
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
工
程
で
み
る

と

コ
ー
ク
ス
製
造
に
鉄
鋼
業
で

消
費
す
る
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約

O
%
を
消
費
し
て
い
る
。
又
高
炉

で
は
約
三
一
%
と
製
銑
ま
で
の
段

階
で
約
仙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
て
い
る
。
さ
ら
に
製
鋼
段
階
で

五
・
四
%
、
圧
延
で
一
四
J
一
五

%
を
消
費
す
る
。
ま
た
製
鉄
所
で

の
最
終
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
態

は
、
治
金
反
応
熱
と
し
て
ニ
九
・

ou々
を
、
圧
延
電
力
、
輸
送
エ
ネ

ル
ギ
！
と
し
て
一
六
・
三
%
、
圧

延
材
顕
熱
と
し
て
一
一
・
二
%
が

使
わ
れ
る
。
そ
し
て
炉
体
放
散
や



低成長下，エネルギーの 2. 3の動向

第2表主要業種のエネルギー原単位の低滅状況

主要業種 単エ（5位5ネ年低ル度滅ギ／状4ー8原況年 省エネルギ一対策の概要

度〉

①廃熱の回収

紙・パルフ ~is:~ ②操業管理の改善

③生産工程の連続化

④古紙利用の鉱大

①省エネ意識の高揚及び保守管理の徹底

色 整 理
81. 0 ②温排水及び排熱の回収再利用

染 (92.0) ③低浴比染色機等省エネ設備の君事入

④加工条件の改善等

①N s P転換

79.1 ②原料ミノレ・仕上げミノレの改善等
セ メ ：ノ ト (83. 1) ③廃熱の利用

＠燃焼管理の適正化

①操業技術の改善

鋼
88.0 ②排エネルギーの回収

鉄 (90.5) ③生産工程の改善

④エネルギー使用効率向上

①ホールディングヒートの改善

②保温材による断熱

③窯のシーリング改善

④蓄熱効率の向上

板 すf フ ス
70.6 

⑤廃熱ボイラーの設置(75.4) 
⑥過剰空気率の適正化

⑦吹出し構造の改善

③炉材の高級化による断熱強化

⑨工場内照明管理等の徹底

①廃液回収

アルミニウム製練
90.0 ②保温強化
(92.2) ③燃焼管理強化

③電極の改良

石油化 学 81. 4 ②コンプレッサーの改良
〈エチレン部門） (80.3) 

③蒸留系における還流比の低減化

（注） （ ）内の数値は， 54年度／48年度のエネルギー原単位低滅状況

資料「省エ才、ルギー便覧J
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成
品
顕
熱
、
燃
焼
排
ガ
ス
等
の
排
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
環
境
に
放
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
実
に
四
三
・
五
%
に
も
達
し
て
い

（

1
v
 

る。

10 

鉄
鋼
業
で
す
す
め
ら
れ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
次
の
事
項
が
あ
げ
ら
れ
る
。

コ
ー
ク
ス
乾
式
消
化
設
備

コ
ー
ク
ス
炉
の
段
階
で
、
走
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
て
い
る
。
従
来
は
コ
ー
ク
ス
炉
で
乾
溜
し
た

後
の
赤
熱
コ
ー
ク
ス
を
水
で
消
化
し
て
、
走
大
な
顕
熱
を
大
気
中
に
放
散
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
を
密
閉
し
た
容
器
の
中
で
不
活
性
ガ

・

ス
と
熱
交
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
蒸
気
と
し
て
熱
を
回
収
、
発
生
し
た
蒸
気
を
製
鉄
所
内
で
有
効
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭

コ
ー
ク
ス
乾
式
消
化
設
備
は
五
四
基
稼
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
製
鉄
所
全
体
の
二
一
%

前
に
の
ベ
た
よ
う
に
、

和
五
六
年
三
月
末
現
在
で
は
、

に
普
及
し
た
こ
と
に
な
る
。

q
L
 

大
気
中
に
放
散
さ
れ
る
高
炉
ガ
ス
の
圧
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ

の
高
炉
々
頂
圧
発
電
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク
後
急
速
に
普
及
し
、
昭
和
五
六
年
三
月
末
現
在
で
は
二
八
基
の
炉
頂
圧
発
電
設
備

が
設
置
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
製
鉄
所
の
高
炉
全
体
の
四
三
%
に
普
及
し
た
こ
と
に
な
る
。

ω
転
炉
ガ
ス
回
収

純
酸
素
上
吹
転
炉
で
は
、
製
錬
の
際
に
一
酸
化
炭
素
を
主
体
と
し
た
ガ
ス
が
炉
頂
よ
り
排
出
さ
れ
て
い
た
。

高
炉
炉
頂
圧
発
電
設
備

こ
の
ガ
ス
は
N
・。。。

甲ハ

g－
＼

Z
S曲
の
潜
熱
を
も
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
回
収
・
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

削
連
続
鋳
造
法

こ
れ
迄
の
工
程
で
は
、
溶
鋼
1

造
塊

l
均
熱
炉
｜
分
塊
を
へ
て
圧
延
に
か
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
造
塊
、
分
塊
の
工
程
を
省
略



3の動向

第 3表

低成長下，エネルギーの 2,

鉄鋼業のエネルギ一種類別消費推移

48年度 55年度

1010 kcal 1010 kcal 
石 ，炭類 39, 638 61. 1% 39. 519 71.1% 

石油類 13, 843 21. 3 5,265 9.5 

購入電力類 11,433 17. 6 10. 778 19.4 

計 J 64. 914 100. o I 5同 2100.0 

換硝… M
算石油（103t) 72, 127 61,736 

し
、
熔
鋼
か
ら
一
拠
に
圧
延
に
か
け
る
鋼
片
を
つ
く
ろ
う
と
云
う
の
が
連
続
鋳
造
法
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
熔
鋼
を
取
鍋
に
と
り
、
そ
れ
を
タ
ン
デ
ィ
シ
ュ
を
経
て
鋳
型
〈
モ
l
ル

ド
）
に
注
ぎ
こ
み
、
表
層
部
か
ら
凝
固
さ
せ
な
が
ら
、
鋳
型
下
部
か
ら
所
定
の
鋼
片
を
得

ょ
う
と
云
う
も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
六
年
三
月
末
現
在
で
は
、

一
四
一
基
の
連
続
鋳
造
設

備
が
稼
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
我
が
圏
全
体
の
七
O
%
に
普
及
し
た
こ
と
に
な

る
。
均
熱
炉
の
工
程
を
省
略
す
る
た
め
に
定
大
な
省
エ
ネ
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「省エネルギー便覧J82年

そ
の
他
鉄
鋼
業
で
は
、
石
油
系
燃
料
か
ら
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
す
す
め
ら

れ
た
。
鉄
鋼
業
で
は
、
前
に
み
た
よ
う
に
高
炉
の
コ

ー
ク

ス
比
を
い
か
に
さ
げ
る
か
が
最

大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ク
ス
比
を
さ
げ
る
為
の
方
法
と
し
て
、
低
れ
ん
な
重
油

が
入
り
始
め
た
頃
か
ら
、
高
炉
へ
の
重
油
ふ
き
込
み
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
石
油
系
資
源
が
高
価
に
な
る
に
つ
れ
、
重
油
ふ
き
込
み
は
中
止
さ
れ
る
よ
う

い
ろ
い
ろ
の
面
で
石

泊
系
燃
料
か
ら
石
炭
へ
の
転
換
が
す
す
め
ら
れ
た
。

に
な
っ
た
。
そ
の
他
製
鉄
所
で
は
、
オ
イ
ル
レ
ス
操
業
を
企
画
し
、

五
、
発
電
部
門
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
移

発
電
部
門
に
お
い
て
も
燃
料
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
四
八
年
度
に
は
、
同
年
発
電
量
の
七
一
・
一
%
が
石

油
を
燃
料
と
し
た
火
力
発
電
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
年
を
ピ
l
ク
と
し
て
、
石
油
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
の

11 

ウ
エ
イ
ト
は
急
速
に
低
下
し
、
昭
和
五
五
年
度
に
は
、
四
四
・
O
%
に
ま
で
低
下
し
た
。



石
炭
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
の
ウ
エ
イ
ト
は
、
こ
の
間
四
・
四
%
と
横
ば
い
、
揚
水
を
ふ
く
む
水
力
発
電
の
ウ
エ
。イ
ト
も
、
こ

12 

の
間
一
六
・
三
%
か
ら
一
六
・
六
%
へ
と
ほ
ぼ
横
ば
い
な
い
し
、
若
干
の
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

発
電
部
門
で
大
き
く
の
び
た
の
は
、

L
N
G
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
及
び
原
子
力
発
電
部
円
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
L
N
G
を

燃
料
と
す
る
火
力
発
電
は
、
こ
の
間
ニ
・
二
%
か
ら
一
五
・
O
%
へ
、
又
原
子
力
発
電
は
、
こ
の
間
二
・
四
%
か
ら
一
六
・
O
%
へ

と
著
増
し
て
い
る
。
地
熱
発
電
は
、
こ
間
全
発
電
量
の

0
・
二
%
を
し
め
る
迄
に
成
長
し
た
。
つ
ま
り
減
少
し
た
石
油
を
燃
料
と

L
N
G
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
及
び
原
子
力
発
電
が
、
ほ
ぼ
そ
れ
を
埋
め
る
よ
う
な
情
況
と
な
っ
て

す
る
火
力
発
電
に
代
っ
て
、

い
る
。L

N
G
は
、
天
然
ガ
ス
か
ら
不
純
物
を
と
り
除
い
た
後
、
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
一
六
二
度
程
度
で
液
化
さ
せ
た
も
の
で
、

ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
す
ぐ
れ
た
特
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
埋
蔵
量
も
、
世
界
の
確
認
埋
蔵
量
は
約
七
五
兆
立
方
メ
ー
ト
ル

ハ
原
油
換
算
約
七
五
O
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
と
い
わ
れ
、
原
油
埋
蔵
量
の
約
引
に
相
当
す
る
。

に
世
界
の
約
半
分
の
埋
蔵
量
が
あ
る
。
そ
の
他
ア
メ
リ
カ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、 （

天
然
ガ
ス
は
、

ソ
連
及
び
イ
ラ
ン

オ
ラ
ン
ダ
、

カ
ナ
ダ
な
ど
に
豊

富
に
賦
存
す
る
。
日
本
の
埋
蔵
量
は
約
一
七
O
億
am
。
現
在
世
界
で
年
間
約
一
兆
七
O
O
O
億
ば
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
生
産
の
多

．い
の
は
、

ア
メ
リ
カ
、

ソ
連
で
世
界
の
約
七
割
を
生
産
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
産
出
国
に
は
カ
ナ
ダ
、

オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ラ
ン
、

イ
ギ

リ
ス
な
ど
が
あ
る
）
。

又
輸
送
の
た
め
の

L
N
G専
用
船
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
O
年
程
度
の
長

期
契
約
に
よ
る
売
買
が
普
通
行
わ
れ
て
い
る
。
又
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
問
題
が
き
び
し
い
地
域
で
の

発
電
に
む
け
ら
れ
て
い
る
。

L
N
G
は
、
産
出
地
に
お
け
る
液
化
設
備
や
、

L
N
Gと
と
も
に
、
原
子
力
発
電
も
又
増
加
し
て
い
る
。
原
子
力
発
電
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
い
る
大
き
な
理
由
は
、
相
つ
ぐ



石
油
の
値
上
げ
の
た
め
に
、
今
で
は
原
子
力
発
電
が
も
っ
と
も
安
い
発
電
方
式
と
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

九
八

O
年
運
転
開
始
の
発
電
コ
ス
ト
（
初
年
度
コ
ス
ト
〉
で
は
、
石
油
火
力
（

0
・
三

%
S分
重
油
）
で
は
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
り

一
八
・
五

O
円、

L
N
G火
力
発
電
一
七
・

O
八
円
、
石
炭
火
力
二
一
・
七
八
円
、
原
子
力
一
一
・
一
一
円
と
、
原
子
力
発
電
が
も

っ
と
も
安
い
発
電
コ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
発
電
コ
ス
ト
に
は
、
廃
炉
コ
ス
ト
は
ふ
く
ま
れ
で
い
な
い
が
、

一
般
に
廃
炉
コ
ス

灘
M

図

陣
明
富
山
師
剤
耐
偶
冶
防
局
V

様
酬
明
（
同
時
割
制
灘
迫
〉

3の動向
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H 

エネルギーの 2,
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低成長下，

13 

同
州
掌
・
同
州
曲
淵

H
U
T
、
で
女
1
司
「
H
Uで
で
品
川
1
8数
回
附
諮
柏
市
」



第4表我が国の原子力発電設

備及び発電電力量の推移

年度 1：露末発電｜発電電力量

50 660万 kW 251億 kWh

51 743 341 

52 799 317 

53 1,268 590 

54 1,495 693 

55 l, 551 820 

56 1,608 872（推定〉

57.4末 l, 718 

通産省「当面のエネルギー情勢につ

いて」昭57.5. 31 

ト
は
、
建
設
費
の
一

0
1ニ
O
M前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を

14 

③ 

発
電
所
か
ら
の
廃
熱
の
回
収

広
域
運
営
に
よ
る
電
力
融
通

加
算
し
て
も
一
キ
戸
ワ
ッ
ト
時
当

9
0
・
四

1
0
・
八
円
程
度
で
あ
り
、
大
勢

，
に
は
影
響
し
な
い
。

以
上
は
、
発
電
部
門
に
お
け
る
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
で
あ
る
が
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
．強
力
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

発
電
部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

e

①
発
電
設
備
の
効
率
改
善

②
送
電
電
圧
上
昇
に
よ
る
送
電
ロ
ス
の
軽
減
・

’，e ， ， 

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
化
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
↓
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
↓
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
↓

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
転
換
の
度
毎
に
、
機
器
の
効
率
に
よ
る
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
し
た
が
っ
て

ボ
イ
ラ
ー
や
発
電
機
の
効
率
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な
が
る
。
昭
和
二
七
年
に
お
け
る
火
力
発
電
の

熱
効
率
は
、
ニ

0
・
六
二
%
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
高
温
高
圧
化
、
大
容
量
化
な
ど
の
技
術
改
善
が
つ
づ
け
ら
れ
た
結
果
、
昭
和
五

④ ⑤

そ

の

他

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
般
に
石
油
を
も
や
す
火
力
発
電
所
で
は
、

O
年
に
は
三
八
・
三
四
%
に
ま
で
高
ま
っ
て
き
た
。

ま
た
発
電
所
か
ら
変
電
所
へ
、
変
電
所
か
ら
消
費
地
点
ま
で
の
送
電
過
程
で
、

コ
ロ
ナ
放
電
な
ど
の
送
電
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
送



電
ロ
ス
を
さ
げ
る
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、
高
圧
送
電
に
移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
高
圧
送
電
に
な
れ
ば
な
る
程
、
理
論
的
に

送
電
ロ
ス
が
減
少
す
る
。
そ
の
為
不
断
に
、
高
圧
送
電
へ
の
努
力
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
七
年
に
は
、
二
三
・
三
%
の
送

電
ロ
ス
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
五

O
年
に
は
、
六
%
に
ま
で
低
下
し
て
き
た
。

発
電
ロ
ス
は
、

一
般
に
排
熱
と
な
っ
て
環
境
に
放
出
さ
れ
る
。
温
廃
水
な
ど
の
形
で
む
し
ろ
環
境
を
破
壊
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

た
が
、
こ
の
温
廃
水
の
養
殖
な
ど
へ
の
利
用
と
か
、
又
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
な
ど
に
よ
る
比
較
的
低
い
温
度
の
排
熱
の
回
収
技
術
の
開
発

な
ど
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

六
、
民
生
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
動
向

も
と
も
と
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
民
生
部
門
、
と
く
に
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
割
合
が
少

3の動向

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
近
年
民
生
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
割
合
が
、
着
実
に
増
加
し
て
き
た
。
こ
の
傾
向

t主、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
後
も
か
わ
っ
て
い
な
い
。

エネルギーの 2,

民
生
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
は
、
第
三
国
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
四
八
年
度
に
は
、
民
生
部
門
で
約
六
九

‘（
石
油
換
算
一

O
O万
ト
ン
〉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
つ
か
わ
れ
て
い
た
の
が
、
昭
和
五
四
年
度
に
は
、
八
九
ハ
向
上
）
と
約
三
割
増
の

増
加
を
し
め
し
、
横
ば
い
な
い
し
微
減
傾
向
の
産
業
部
門
と
顕
著
な
対
称
を
し
め
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
限
っ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
種
類
別
推
移
を
み
た
の
が
、
第
五
表
で
あ
る
。
昭
和
四
八
年
か
ら
ウ

低成長下，

灯
油
（
こ
の
間
一
三
・
五
%
↓
ニ
九
・

ovm）
、
石
炭
（
五
・
一
↓
一
・
五

エ
イ
ト
で
減
少
を
し
め
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
は
、

%
〉
、
そ
の
他
（
ニ
・
八
%
↓

0
・
八
%
）
で
あ
り
、
逆
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、
電
気
ハ
ニ

15 

ス
合
＝
了
二
%
↓
一
三
了
四
%
）
、

L
P
G
（
一
五
・

oz↓
一
七
・
一
%
）
で
あ
る
。



その岨
百R

E市ガス

43.3 I石油

41., I，草刈

民生部門のエネルギー消費の推移

8里

“3 

46.3 

4 5.4 

448 

‘7.4 

42.3 

46.6 
48.8 

第 3図

ン‘P
 

万百算換
，

o

油

9

石

60 

80 

40 

30 

70 

50 

20 

4 2.1 
39.3 38.2 

10 

32.2 

54年度53 52 51 50 49 

（資料） 省エネルギー便覧

｛注） 数字は全消費量IC対する構成比（%）

48 45 40 

以
上
の
推
移
で
、
特
に
自
に
つ
く

の
は
、
民
生
部
門
に
お
け
る
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ウ
エ
イ
ト
の
増
大
（
三

16 

九
・
三
%
か
ら
四
七
・
一
%
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
家
庭
生
活
の
面
で

も
、
又
社
会
生
活
の
面
で
も
、
ま
す

ま
す
質
の
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
H
電
力

へ
の
依
存
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
家
庭
生

活
の
面
で
は
、
掃
除
機
や
洗
濯
機
、

冷
蔵
庫
、

T
V
の
普
及
や
さ
ら
に
ル

ー
ム
・
ク
ー
ラ
ー
な
ど
ま
す
ま
す
快

適
さ
と
機
能
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
昭
和
田
二
年
噴
ま
で

の
日
本
の
電
化
の
ピ

l
ク
は
、
冬
期

三
二
J
一
月
）
の
夕
方
点
灯
時
で

あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
四
三
年
以
降

t土

夏
期
（
七
J
九
月
）
の
昼
間



3の動向

第 5表家庭用エネルギーのエネルギ一種別消費

推移 単位 103Gcal % 

エネルギーの 2,

｜ 実昭数和4必8年男%1実昭数和臼 男%百

電 気 52,109 23.4 79,892 28.2 

都市ガス 49,481 22.2 66,536 23.4 

灯 油 70,091 31. 5 82,347 29.0 

L p G 33,463 15.0 48,518 17.1 

石 炭 11,460 5. 1 4,277 1. 5 

その他 5,983 2. 8. 2,279 0.8 

合 計 1 222. 587 100. o I 283. s 

ル
ギ
ー
が
着
実
に
す
す
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

（
午
後
二

1
三
時
）
の
ク
ー
ラ
ー
の
電
力
需
要
が
集

中
す
る
と
き
に
変
っ
て
き
た
。
又
社
会
生
活
面
で
も

都
市
生
活
の
高
度
化
、
過
密
化
が
す
す
ん
だ
。
ビ
ル

の
高
層
化
、
地
下
街
化
な
ど
が
急
速
に
す
す
ん
だ

が
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
空
調
や
照
明
、

ベ
ー
タ
l
の
設
備
な
ど
が
、
当
然
の
も
の
と
し
て
設

資料調査所「日本資源図説」

計
さ
れ
て
い
る
部
円
で
あ
る
。
ま
た
最
近
の
コ
ン
ピ

ュ
l
タ
l
の
普
及
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
情
報
化

社
会
の
急
速
な
進
行
も
又
必
然
的
に
電
力
需
要
を
た

か
め
る
。
電
力
は
、
こ
う
し
た
需
要
に
応
え
る
こ
と

の
で
き
る
唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
っ
た
。

勿
論
個
々
の
民
生
用
機
器
に
つ
い
て
は
、
省
エ
ネ

一
七

O
J
ク
ラ
ス
の
冷
蔵
庫
で
は
、
昭
和
四
九
年
と

五
五
年
で
は
、
消
費
電
力
は
半
分
以
下
と
な
っ
だ
い
る
。
そ
の
他
カ
ラ
l
・
T
V
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

に
つ
い
て
も
、
大
幅
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
。

低成長下，

七
、
研
究
開
発
の
状
況

通
産
省
は
、
昭
和
四
九
年
度
か
ら
い
わ
ゆ
る
サ
ン
・
シ
ャ
イ

ン
計
画
を
発
足
さ
せ
、
石
油
代
替
エ
ネ

= 
レ

55 

n
ョ
，
A

0

0

4

6

6

 

c

u

η

4

戸，

d

a

u

p

O

F

，，
 

53 竺と斗
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ル
ギ
l
の
研
究
開
発
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
内
容
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
液
化
ガ
ス
化
な
ど
を
中
心
と
し
た

18 

石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
風
力
発
電
な
ど
の
研
究
開
発
な
ど
で
あ
る
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
大
阪
（
枚
方
〉
、
神
奈
川
（
綾
瀬
）
、
大
分
〈
大
分
）
、
東
京
（
調
布
）
な
ど
に
お
け
る
ソ
ー
ラ

ー
－
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
研
究
、
香
川
県
（
仁
尾
町
）
で
の
太
陽
熱
発
電
（
一

O
O
O
K
W〉
二
方
式
の
運
転
研
究
の
実
施
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
製
造
と
利
用
に
つ
い
て
の
一
連
の
研
究
開
発
な
ど
が
ふ
ぐ
ま
れ
て
い
る
。

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
秋
田
、
岩
手
、
宮
城
な
ど
で
、
地
熱
探
査
技
術
に
つ
い
て
の
検
証
調
査
を
は
じ
め
る
一
方
、
秋

回
県
下
で
五
五
年
度
よ
り
一
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
級
の
孔
井
四
本
を
掘
削
し
、
深
層
熱
水
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
ま
た
昭
和
五
六
年
度
か
ら
は
、
熱
水
利
用
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
工
場
内
試
運
転
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
た
石
炭
の
液
化
に
つ
い
て
は
、
溶
媒
抽
出
法
、
直
接
水
添
法
、
ソ
ル
ポ
リ
・シ
ス
液
化
法
と
い
っ
た
方
法
に
つ
い
て
、

ン
ー
二
・
四
ト
ン
位
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
研
究
を
つ
づ
け
て
い
る
。
ま
た
福
島
（
い
わ
き
市
）
、
北
海
道
ハ
夕
張
）

一
日
一
ト

で
は
、

一
日
ニ

0
1四
0
ト
ン
処
理
の
ガ
ス
化
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
、
研
究
を
つ
づ
け
て
い
る
。

そ
の
他
、
神
奈
川
（
川
崎
）
で
は
、
五
六
年
度
か
ら
水
素
発
生
量
二

od／
時
の
水
電
解
法
水
素
製
造
．フ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
て
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
り
、
又
今
年
か
ら
東
京
（
三
宅
島
〉
で
、
一

O
O
K
W級
風
力
発
電
プ
ラ
ン
ト

を
建
設
し
、
風
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
研
究
を
は
じ
め
た
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
研
究
に
つ
い
て
、
昭
和
四
九
年
度
二
四
・
四
億
円
の
関
連
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、
歴
年
予
算
は
増
加
し
、
昭

和
五
七
年
度
に
は
四
一
六
・
四
憶
円
が
計
上
（
四
九
J
五
七
年
度
予
算
の
合
計
は
一
四
一
五
・
一
億
円
〉
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
の
他
に
、
昭
和
五
一
年
度
か
ら
五
九
年
度
ま
で
の
総
合
的
研
究
開
発
課
題
と
し
て
、

一
連
の
省
エ
ネ
ル

ギ
l
技
術
の
研
究
開
発
〈
ム

l
ン
・
ラ
イ
ト
計
画
）
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
①



発
電
所
や
工
場
か
ら
発
生
す
る
廃
熱
の
回
収
利
用
を
目
的
と
し
た
廃
熱
利
用
技
術
シ
ス
テ
ム
の
研
究
②
電
磁
流
体
（
M
H
D
〉
発

電
、
③
高
効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
（
超
高
温
耐
熱
材
料
の
使
用
な
ど
に
よ
り
五
五
%
以
上
の
熱
効
率
の
複
合
発
電
サ
イ
ク
ル
技
術
を
確

立
す
る
等
）
④
超
電
導
技
術
、
電
力
貯
蔵
、
新
動
力
源
の
実
用
化
を
め
ざ
し
た
先
導
的
、
基
盤
的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
な
ど
が
ふ
く

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ム

l
ン
ラ
イ
ト
計
画
に
は
、
昭
和
五
四
年
度
予
算
と
し
て
、
計
二
二
二
三
億
円
の
研
究
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

八
、
総

括

ω
石
炭
、

L
N
G
、
原
子
力
に
よ
る
石
油
代
替
が
進
行
し
た
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
総
括
す
る
と
、
石
油
に
代
替
し
て
、
石
炭
、

L
N
G
、
原
子
力
の
開
発
利
用
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
そ
の
状
況
は
、
第
七
表
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
五
六
年
度
の
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
量
は
、
一
四
八
O
O

3の動向

万
U
と
な
っ
た
が
、
そ
の
五
O
%
は
石
炭
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
一
八
%
が
天
然
ガ
ス
に
よ
っ
て
、
又
一
五
%
が
原
子

力
発
電
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
た
。
，

ま
ず
石
炭
で
あ
る
が
、
一
般
炭
の
輸
入
著
増
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
九
年
度
に
お
け
る
一
般
炭
輸
入

は
二
六
万
二
千
屯
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
増
加
し
、
昭
和
五
三
年
度
に
は
、
一
O
八
万
二
千
屯
に
、
そ
し
て
昭
和
五
六
年
度

エネルギーの 2,

F
I
」
＋
ι
、

t
t
 
一
二
ニ
七
万
一
千
屯
と
、
こ
の
間
七
年
間
に
四
八
倍
増
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
主
要
な
輸
入
先
（
昭
和
五
六
年
度
）
を
み

る
と
、
豪
州
ハ
五
三
九
万
八
千
屯
〉
、
米
国
（
一
一
一
一
一
一
一
一
万
一
千
屯
）
、
南
ア
（
一
八
五
万
三
千
屯
〉
、

中
園
、
ハ
二
ニ
O
万
五
千
屯
〉
カ

低成長下，

ナ
ダ
（
一
一
O
万
八
千
屯
〉
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
原
料
炭
は
、
官
問
炉
に
お
け
る
強
粘
絡
炭
の
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
で
は
石
油
と
競
合
関
係
に
な
い
部
門
や
用
途
に
つ
か
わ
れ

て
い
た
か
ら
、

19 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
？
ッ
グ
後
も
余
り
変
化
を
し
め
し
て
い
な
い
。

（
昭
和
四
九
年
度
輸
入
量
六
二
九
三
万
三
千
屯
、



開発・導入状況

ぶ号 均値万kl1 綿雲〉内は 〉
備 考

54年 度宇5年度 5伴度 ssi判断5

144.2 
48. 0 I I I (100) (100) (100〕 14.5 2.6 暫定試算（56年度）

61. 5 71. 7 ぉI16. 61 3. 919, 710万 t(5叩(49) (50) 

23.0 25.9 制12.6 j o. s J山 1,69一時(18( (18) 

18.4 21. 6 
22. 8 I I ｜稼動中の騎手~，雪(15) (15) (15) 17. 3 5. 6 24基1,71 

石油代替エネルギー第7表

資源エネルギー庁「最近のエオJレギー情勢報告」昭57.8

単位千屯

需 要 量
年度

都市ガス ｜電 ヵ ｜工業用燃料 ｜合

48 959 1,379 2,388 2,364 

49 1,300 2,475 3,775 3,777 

50 1. 614 3,326 4,940 5,005 

51 1,955 3,937 17 5,909 5,903 

52 2,409 5,723 92 8,224 8,247 

53 2,692 8,614 213 11, 519 11,685 

54 3,086 10,850 633 14,569 14,858 

55 3,351 12,909 519 16,778 16,964 

56 3,405 12,936 566 16,909 16,998 

我が園のLN G年度別需要量及び輸入量推移第8表

昭
五
六
年
度
は
六
五
入
九
万

20 

七
千
屯
）

石
炭
に
次
い
で
、
石
油
代

替
に
大
き
な
役
割
り
を
果
し

て
い
る
の
は
、

L
N
G
で
あ

る。

（

L
N
G
の
大
部
分
の

用
途
は
発
電
用
燃
料
で
あ

資源エネルギー庁 「エネルギ一関係資料集」昭57.8より

り
、
又
一
部
は
都
市
ガ
ス
用

燃
料
と
し
て
使
わ
れ
－て
い

る。）昭
和
四
八
年
に
お
け
る
L

N
G
の
圏
内
需
要
量
は
、
二

一
八
・
八
万
屯
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
昭
和
五
四
年
度
に

は
一
千
万
屯
代
に
達
し
、
昭

和
五
六
年
に
は
一
、
二
九

・
六
万
屯
と
こ
の
間
に
五
・

四
倍
増
し
た
。
勿
論
そ
の
殆



ん
ど
は
、
輸
入
で
あ
る
。

L
N
G
は
、
電
力
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
次
々
と
輸
入
契
約
が
結
ぼ
れ
た
た
め
に
、
今
後
も
ひ
き
つ
づ
き
そ
の
増
大
が
期
待
さ
れ

る
。
東
京
電
力
は
、
昭
和
五
二
年
五
月
か
ら
ニ

0
年
間
の
契
約
で
、

ア
ブ
ダ
ピ
・
ダ
ス
島
の
ザ
ク
ム
ガ
ス
田
、

ウ
ム
シ
ャ
イ
フ
ガ
ス

固
か
ら
、
二

O
六
万
t
／
年
の
輸
入
を
は
じ
め
て
い
る
。
又
関
西
電
力
と
中
部
電
力
他
三
社
は
、
．昭
五
二
年
八
月
か
ら
二
三
年
契
約

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
パ
ダ
ッ
ク
ガ
ス
回
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
北
ス
マ
ト
ラ
の
ア
ル
ン
ガ
ス
固
か
ら
七
五

O
万

t
／
・
の
輸
入
を
は
じ
め
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
、
オ
l
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
が
あ
る
。
何
れ
も
年
間
三

0
0

1
六
O
O万
t
の
輸
入
が
昭
和
五
八
年
は
じ
め
か
ら
、
始
ま
る
筈
で
あ
る
。

L
N
G
の
価
格
も
、
石
油
価
格
上
昇
に
ひ
き
ず
ら
れ
高

・

そ
の
他
計
画
中
の
も
の
と
し
て
、

3の動向

た
と
え
ば
、
昭
和
四
八
年
度
ま
で
は
ト
シ
当
り
一
万
円
以
下
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
五
六
年
度
に
は
、
六
万
人

O
O

円
台
と
七
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
輸
入
先
を
み
る
と
、
中
東
地
域
以
外
の
所
が
主
体
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
地
の
分

散
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
（
昭
和
五
六
年
度
の
輸
入
先
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
八
八
二
万
ト
ン
、
プ
ル
ネ
イ
五
一
六
万
ト
ン
、
ア
プ
ダ
ピ

ア
ラ
ス
カ
一

O
一
万
ト
ン
）

騰
し
て
お
り
、

エネルギーの 2,

ニ
O
二
万
ト
ン
、

経
済
成
長
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
関
係
に
つ
い
て

円

4今
迄
の
日
本
の
工
業
化
の
常
識
と
し
て
、
経
済
成
長
は
、
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
太
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
エ

ネ
ル
ギ
l
・
シ
ョ

y

ク
以
降
は
、
こ
の
経
済
成
長
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
の
関
係
に
、
若
干
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
昭

和
五
六
年
度
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
前
年
度
に
く
ら
べ
、
三
・
一
%
減
と
な
っ
た
。
（
昭
和
五
五
年
度
約
四
二
九
百
万
U
、

低成長下，

昭
五
四
年
度
四
四
三
四
百
万
M
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
三
し
か
し
今
年
の
実
質
経
済
成
長
率
は
、
二
・
七
%
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
対
国
民
総
生
産
ハ
G
N
P
〉
原
単
位
は
、
第
九
表
の
如
く
減
少
傾
向
を
し
め
し
て
い
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第9表 日本のエネルギー消費の対国民総生産

(GNP）原単位の推移

年度 ｜｜実長質率経済成 ｜｜対エネGげNP原ー単消費位のi原状単況位改善

52 5.3 248 kl/億円 100 

53 5.1 238 96.0 

54 5.3 242 97.6 

55 3.7 226 91.1 

56 2.7 213 85.9 

日
商
岩
井
発
行

資源エネルギー庁「最近のエネルギー情勢報告昭J57.8 

% 

よきと｜露経済成 ｜議長 ｜璃消費増

アメリカ 2.0 ム2.4 ム6.4

日 本 3.0 ム1.7 ム5.6

西ドイツ 0.3 企4.2 ム10.3

イギリス ム2.2 l::,.4. 0 ム7.7

フランス 0.3 ム0.6 ム9.6

イタリア ム0.2 ム1.4 ム2.5

各国のエネルギー消費の動向（1981〕第10表

る
。
さ
ら
に
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ニ己

22 

ネ
ル
ギ
l

・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
期
機
と
し
て
、
素
材

型
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
産
業
構
造
か
ら
、
素

材
加
工
型
産
業
構
造
に
急
速
に
転
換
し
は
じ
め
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
経
済
成
長
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
の
聞
の

リ
ン
グ
が
弱
ま
っ
て
い
る
傾
向
は
、
第
十
表
の
如

く
、
世
界
的
に
み
ら
れ
る
。

ムはi吠

（

l
）
片
田
甲
「
製
鉄
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
と
省

工
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
綜
合
考
察
」
「
鉄
と
鋼
」

5
－

8
・
2
0・
5
・

、同
，

se司
広
∞
「
特
集
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

資料同上

（

2
）
 




